
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 2８年度 

事業名 人間ドック事業 担当課 保健課

細分化した事業名

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 誰もが安心して暮らせるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 健康な暮らしを守る保健・医療の充実

施策 健康づくりの推進

関連する個別計画等 根拠条例等 健康増進法、韮崎市人間ドック等実施要項

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

人間ドック：年度末年齢が４０～７４歳の国保加入者を対象とし、健診では検査できない検査や健診日に何ら

かの都合により受診できなかった者に対し、助成を行う。
脳ドック：脳卒中などの異常を早期に発見し、それらの発症や進行を防止するために、特に発生率が高くなる
     ５０歳以上の市民を対象に、助成を行う。

事業の手段 

対象者は、申込期間内に市へ申込む。
各指定医療機関を予約し、受診する。
各指定医療機関は、月締めにより助成額を市へ請求 ⇒ 支払

事業の対象

人間ドック：４０～７４歳（年度末年齢）の国保加入者（総合健診との重複受診不可）
脳ドック：５０歳以上の市民（前年度助成者対象外）

共通：市税等の滞納がない方

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 9,148 9,666 11,351
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか）

一般財源 9,148 9,666 11,351

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.67 0.51 0.49

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 4,349 3,465 3,290

D 総事業費(A+C) (千円) 13,497 13,131 14,641

主な事業費用の

説明 
人間ドックの指定医療機関への委託料等 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１
人間ドック事業 広報による周知（回数） ２ ２ ２

２
脳ドック事業 広報による周知（回数） 2 2 ２

３

妥当性 ■ Ａ 妥当である □ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１ 希望により人間ドックを受診できることを、広報により周知している。

２
希望により脳ドックを受診できることを、広報により周知している。

３



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１
人間ドック事業 受診率（％）

受診者／40～74 歳市国保加入者-特定健
診受診者

11.35 12.59 11.50

２
脳ドック事業 受診率（％）

受診者／50歳以上市民数
0.18 0.17 0.28

３

成 果 □ Ａ 上がっている ■ Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
指定医療機関で人間ドックを受診できる体制を整えており、市民の健康を維持させるために妥当で

ある。広報による周知により受診者が増加している。

２
指定医療機関で脳ドックを受診できる体制を整えており、市民の健康を維持させるために妥当であ
る。広報による周知により受診者が増加している。

３

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
今後も、市民の健康を維持させるとともに、健康意識を高めてもらうよう、シニア健康サポーター、愛育会等
の協力を得ながら、地域へ働きかけを行い、受診率の向上を図る。
 また、医療機関によっては、早期に申し込みをしないとキャンセル待ちとなる場合があるので、早めに受診を
するよう、受診券交付時に案内をするなど、働きかけを行う。

過去
の 
改善
経過

平成 24年度に助成額を増額した。（男性：10,000円⇒23,000円、女性：15,000円⇒28,000円）
平成 25年度に若年層の受診者が少ないことなどから対象年齢を引き上げ、特定健診の対象者と同様の年齢を対象とした。
（35～69歳⇒40～74歳）
平成 27年度に受診機会の拡大を図るため、受診期限を延長した。（1月末⇒3月末）

課長所見
高度な検査による健康チェック方法である人間ドックが、改善による成果も現れ、受診率も上がってお

り、事業の目標に沿っている。


